
鯉

肇

鯨

鱗難
鰐
叢

.
行 交

通
税

の
長
短

・

傳
統
派
の
肚
會
連
帯
思
想

…

肚
會
衝
撃

昨
襟
主
意
的

ゴ
元
論
的
思
想

・

経
済
道

と
経
済
術

・

・

鵬
町

弧
珊

我
國
[の
人

口
封
食
糧

問
題

食
料

品
市
場
問
題

・

書
ハ

料

金
輸
出
解
禁

問
題

・

・

難
}

}蘇

戦

争
と
道
徳

の
原
則

・

物

偵
引
下
策

と
抽
籤

無
品
附
費

買

掛

マ
ル
ク
ス
読

の
新
刊
書

=

甘

つ
い
て
・

日
銀
兌
換
券

獲
行
高

の
季
節

酌
攣

動

注
學
博
士

文
學
傅
士

法

學

士

法

學

上

卿

戸

正

雄

米

田
庄

太

郎

恒

藤

恭

作

田

荘

一

法
學
博
士

山

本

美

越

乃

法
學
博
士

河

田

嗣

郎

注
學
博
士

戸

田

海

市

法
昂
博
士

注
學
博
士

渋
墨
博
士

注

學

士

財

部

静

治

小

川
郷
太

郎

河

上

肇

汐

見

三

郎



「

「

日
銀
兌
換
券
獲
行
高
の

季
節
的
攣
動

↓

汐

見

三

郎

.

L

凡
て
経
済
現
象
な
る
も
の
は
、
決
し
て

一
部
論
者

の

主
張
す
る
が
如
く

一
定
の
曲
線
を
正
確
に
辿

っ
て
攣
.化

す

る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
撚
れ
こ
も
其
不
規
則

な
る
千
愛
萬
化

の
間

に
あ
り
て
常
に
或
種

の
規
径
[の
存

す
る
事
ば
到
底
否
定
し
難
.き
事
實
ε
云
は

ね

ば

な

ら

源
。

か
の
兌
換
券
獲
行
高
の
季
節
的
痩
化
の
如

き
共
著

例
で
あ
る
。
以
下
余
は
日璽
辺
二
十
敷
年
間

の
田
銀
買兌
換

第
十
五
巻

(第

五
號

一
匹
五
)

七
八
九



國

雑

録

日
銀
兌
換
券
嶺
行
高
の
季
麹

動

・

券
嶽
行
高

に
つ
き
其
季
節
的
攣
動
を
明
に
し
だ
い
の
で

あ
る
。

日
銀
兌
換
券
の
獲
行
高
を
調
ぶ
る
に
當
り
、
期
間
の

長
短
を
標
準

ε
す

る
`
、
年
別
、
月
別
、
日
別
の
三
種

の
方
法
が
存
在
し
得
る
鐸
で
め
る
。
或
は
微
妙
な
る
財

界
の
攣
動
を
明
に
す
る
が
矯
め
に
、
叉
は
多
年
に
わ
た

れ
る
経
済
界
の
大
勢
を
明
に
す
る
が
爲
め
に
は
、
年
別

日
別
の
両
者
は
そ
れ
み
、
其
長
所
を
有
し
て
み
る
。
黙

れ
ざ
も
問
題
の
中

一5
が
季
節
的
攣
動
で
あ

っ
て

一
箇
年
.

の
経
済
界

の
起
伏
如
何
が
兌
換
券
獲
行
高
の
数
字
の
上

に
如
何
に
現
は
る
、
か
を

調
査
す

る
に
存
す

る
以
上

は
、
月
別
が
最
も
適
賞
し
て
み
る
の
で
あ
る
ゆ
兌
換
券

の
毎
月
獲
行
高
に
は
更

に
二
種
類
が
考

へ
得
ら
れ
る
。

月
末
獲
行
高
三
牛
均
獲
行
高

ε
が
之
で
あ
る
。
前
者
は

一
部
に
現
は
れ
セ
る
特
長
に
基
き
全
豹
を
捕
捉
せ
ん
ε

す
る
標
本
調
査
に
適
し
て
み
る
が
、
統
計
的
調
査
方
法

ぜ
し
て
は
矢
張
り
季
均
獲
行
高
の
方
が
優

っ
て
み
る
。

結
局
日
銀
兌
換
券
の
毎
月
卒
均
獲
行
高
に
つ
い
て
季
節

的
受
動
を
調

べ
る
。

日
銀
兌
換
券
獲
行
高
を
毎
月
卒
均
獲
行
高
に
つ
い
て

第
十
五
巻

〔第
五
號

一
四
六
)

七
九
〇

見
る
に
、
.攣
化
の
著
し
き
も
の
が
あ
る
。
明
治
三
十
三

年

一
月
の
二
億
三
千
四
百
萬
圓
ご
最
近
大
正
十
.↓
年
九

月
の
十

一
億
五
千
九
百
萬
圓
の
数
字
.ε
を
比
較
す

る
ε

實

に
隔
世
の
戚
が
あ
る
で
は
な
い
か
。
更

に
最
高
最
低
.

の
数
字
を
見
る
に
、
最
高
の
獲
行
高
た
る
大
正
九
年

】

月

の
十
三
億
千
四
百
萬
圓
は
最
低
の
数
字
た
る
明
治
三

十
五
年
五
月
の

一
億
七
千
二
百
萬
圓
に
比

し
實

に
入
倍

に
及
ん
で
み
る
。
か
ぐ
の
如
く
日
銀
兌
換
券

の
毎
月
卒

均
獲
行
高
の
総
額
を
比
較
す

る
に
璽
化
の
著
し
き
も
の

,が
め
る
が
、
而
も
此
愛
化
の
内

に

一
貫
し
て
動
か
ざ
る

成
程
の
現
象
が
毎
年
繰
返
さ
れ
て
.み
る
の
を
獲
見
す

る

の
で
あ
る
。
季
節
的
　奥
勤
が
之
で
あ
る
。
暑
く
o
屋

が
英

国
に
於
て
試
み
し
此
程
研
究
は
、
我
国
に
適
用
し
て
果

し
て
如
何
な
る
結
果
を
齎
す

べ
き
か
。

うに

一
月
乃
至
十
二
月
の
各
月

の
日
銀
兌
換
券
牢
均
獲
行

高
に
つ
き
毎
五
年
間

の
移
動
卒
均
を
算
出
し
て
第

一
表

を
得
た
の
で
あ
る
。
比
較
に
便
な
ら
し
む
る
爲
め
年
率

均
獲
行
高
の
五
箇
年
移
動
至

境

を

も

加

へ
て

遣

い

・
だ
。

7



第

一
表

廟

二
胡

三
崩

四
翻

請

六
翻

請

八
甜

講

読

+
溺

一死

8
巴

一九
八
"、塞
く

一窒

、量
六

き

一
、四
蓋

一「口
囲
、二
充

二〇
R
六
「証

明

治

三
†

三
一

三

+
七
年

三

【、
=
七
一己
九
、
茜
、二

王
　、
百

=

聖

、圭

O

ズ
ゼ
、天

井

明
治

三

†
四

r

三

+
八
年

三
混
、窒

〇

三

五
、{三
㎜
古

一、
一美

一盞

、
五
四一二

九
四
、天

}=
…0
二
、園

四

二
コ

、套

ゼ

三

四
、八
三
一=
「三
、尺

=

=
O
、四
四
一
三
二
、四
穴

明

治
三

+
五

一

三

十
九

年

云
=
ユ

一
=

一盞

、
一舜

、王
胤
、
襲
〇

二
又

、誰

人

「莫

、四
言

三
婆

着
四

三
六
、毒
茸

}三
力
、美

四
「三
力
、占二
=

三
省
、
一三
〇

造
O
、金

二

明

治

三
†
六

-
四

↑

年

一罫
「
;
…=

西
九
、究

穴
設

五
£
旦

H三
〕
、
坐
さ

三
唱
、五
く
一=
一哩

、
[豊

量
『

力
三

二
豊

、四
央

二茜

、究

七

二葺

、交

六

二五
三
、(
窩
.

明

治

三
†

七

一
四

十

一
年

…「茜

、八
四
七

言

O
、
と
六

一五
二
、酋
呈

ユ圏

、
八
四
=

西
二
、
一空

註
省
、
;
著

二内
省
、仁
ご
=
大
八
、訂峯

〔
二六
(
、四
繭

美
七
δ
六
=

=
兄
、二全

開

治

三
†

八

一
四

十

二
年

元

四
、A杢

天
0
、
=
6

昊

胆
、
一口
ニ
高
著

、
畳
O

二五
戯
『ユ
誉
=
嘉
0
、力
異

言
妬
、大
畠

二覚

、　三
=

石
(
、五
〇
九

二美

、閂六
二
老

く
、
三
釦

明

治
三

+

九
-
四

十
三
年

春

三
、吾

剛
元

D
、
一合
=

一蓋

、
臭

=

「套

、
天
=

「六
四
、二
又

天

一
、(
柔

二八
七
、合

一=

巻

、亙

四
二完

、九
窒

二
八
九
、穴
倉

犬
山
、二
豊

明

治

四

十

一
四

十
四

牟

三

究
、釜
六

　夏

君
〇二

天
五
、口
書

二
莞

、0
=

二彪

、
一念

二碧

、『…〇四

三
〇
一、九
〇
=

豊

、
δ
O
　「〇
二
、発

九

…δ
二
、〈
;
;

三

、二
命

明

治
四

†

一
-
大

正
元
年

　三
伽
、
二六
六

三
=
、憂

四

二窒

、
三災

二念

、
6
A

二会

、四
重

き
皿
、奨

〇

二
〇
、
　窯

舌
湘
、一…突

き

九
、四
六
〇

三
…O
、四
(…=

=
0
、ゼ
莞

明

治
四

†
ニ
ー

大

正

二
年

…三
九
、
舌
内

量

O
、
元
=

⇔
O
、
異
六

　蓋

、註
四

死

囚
、邑

四
三

六
、夫

O
.耳一δ
、四
石
一=

=
距
、四
夫

王
〇
「八
究

三三

、四〇
八

胃三
一
、三
口㌶

明

治
四

†

三

一
大

正
三

年

　「男

、剛
発

奮

0
、
;
語

…　晃

、
　蛮

習

圏
、交

「=
δ
一
、至

=

三
五
、〈
鵡

冒三
く
、
売
九

三
二六
、
一葦
=

三
八
、四
人
四
冒三
七
、究

昌
三
四
、百
八

明

治
四

†
四

-
大

正
四

年
.
壽

　…、
昌八
六
蚤

　[、O盒

釜
0
、某

四
三
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四
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二
、天
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、力
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三
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、
=
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内
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、
o
石
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五
、八
交

元

閥
、〈
発

育…碧

、突

八

四
〇ロ
、ゼ
余

年

四
四
　
・誓
商

圏
茜

、
頁

四
口
「、杢

。

四8

、藁

元

ゼ
、菱

窒

、三
　

婁

、ゼ
翌

四
茜

、騒

四
命

、。
酉
島

究
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至
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二
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穴
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E
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E
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兄
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習
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〕「交
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(
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五
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δ

六
δ
、0
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〇
四
六莞

、
一吾
.
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0

年

七
竃

、
巽

茎

、
;
三

菱

、暑

発
四
、旦
四

究

一、垂

美

田
、　
三

奨

、凹
く。

蔓

、〇
六
。
八
呆

、童

(
冥
、圏発

全
四
、
「百

七

二
月平

門

[

三

R
(
五
二

量
五
、
男
A

歯

㌣
一
畳

忌

一、
晃
〇

二
(
〈
、
四
…三

二
窓

、茜
0

,胃=
一、
E
三

　三
五
、〈
「三

三
六

三
〇
〇

肌吾

、匂杢

藍

玉
δ
薯

　「渠

、五壁

　λ
宍
、六
古

聖

0
.
註
四

五
太
く
δ
碁

聖

聖
聞
言
…

九
一「〈
δ
9

年

地
元

、〈
四
二
八
八
四
、
一悪

八
茜

、九
六〇

金

八
、
二
六
金

一
、四
究

力〇
六
δ
弐

八究

、大
異

聖
王
、八
弐

窒

O
、
=四
七
.突
五
、剛吾

地
盛

、豊

六

一
δ
八
一δ
証

一δ
召

、

一δ
犬

、

九
七五
、入
歯

九
晃

、
三
九

九
六
R
交

　ハ

年

八
一三

醤
六

一
δ

四
∪
、

隅

阻

一
δ

]三
、

】
、9
」六
、

一
δ

六
〇
、

四
(
三

四
一
(

玉
兎

不

均干
円

二
8

、四三

二
晃

、
三美

「三
四
、甚
六

】西
竺

(
三

二
六
四
、
」
五
西

諺
E
、〈八
O

弐
六
直
春

二究

、六
金

言
(
三
宝

呈
八
、圏
四六

　三
五
、註

八

冒三
六
、O空

,三
八
、竺
五

…
老
七
、
…　晃

四
発

画
五
三

莞

二
、
=
阻

君
六
八
£

三

九
竃
三

兄

季
節
的
憂
動
を
算
定
す
る
に
當
り
或
特
定
年
度
を
捕
一

の
事
情
を

一
般

の
現
象
の
如
く
誤
解
せ
し
む
る
虞
あ
る

へ
て
観
察
す

る
方
法
も
あ

る
が
、

や

玉
も

す
れ
ば
特

殊

雑

録

借
銀
兌
換
券
猿
行
高
の
季
節
的
幾
動

が
故
に
、
規
律
性
を
獲
見
す

る
に
は
不
適
當
で
あ
る
、

第
+
五
巻

{第
五
號

一
四

七
)

七
九

一

「

`



.

雌

錐

日
銀
兌
換
券
難
行
高
の
季
節
的
.製
動

文
数
年
間

に
わ
湿
る
竿
均

}
種

に
基

き
計
算
を
試
む
る

も

】
方
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
鹸
り
に
固
定
的
に
流
れ
璽

轄
極
り
な
き
経
済
界
の
現
象
の
多
く
を
凡
て
攣
則
状
態

ε
見
る
の
弊
を
免
れ
な

い
。
結
局
特
定
年
度
の
特
殊
的

の
弊
害
を
避
け
同
時
に
敷
年
間

の

一
半
均
な
る
固
定
的

の
峡
黙
を
冤
る
》
の
目
的
を
以

て
移
動
卒
均
を
採
用
す

る
事
ε
し
た
、
蓋
し
移
動
孕
均
な
る
も
の
は
、
李
均
な

る
が
故

に
特
殊
の
弊
に
焔
ら
す

、
移
動
す

る
が
故
に
閲

定
の
弊
を
防
ぐ
を
得
、
結
局
攣
化
中

の
正
常
を
示
す
事

が
出
来
る
か
ら
で
め
る
。
本
研
究

に
於
て
採
用
し
た
る

ば
五
年
間
の
移
動
季
均
で
あ
る
。

一
月
乃
至
十
二
月

の

沓
月

に

つ
い
て
先

づ
明
治
三
十
三
年
乃
至
三
十
七
年
の

敷
字

の
算
術
平
均
を
算
定

し
、
次

に
三
十
四
年
乃
至
三

第

一
一
蓑
.

一
層
圃

q

一
、

明
治
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五
年
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第
十
五
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五
號
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四
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七
九
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銃
繍
÷
郵

+

力
奮

+

一
δ

二

十

空
蝕

み
・
一
、三
口

ー-
.磐
里

+

】δ

三

I

T

九
七
嵩

I
T
}
、
ロ
一
三

十

力
八
二

+

一
δ

〇
六

十
七
年
に
も
同
様
の
手
績
を
繰
返
し
、
か
く
て
大
正
七

年
乃
至
十

　
年
の
敷
字

に
迄
及

ん
だ
の
.で
あ
る
。

ヨく

移
動
卒
均
の
長
所
は
、
.}
方
攣
遷

の
大
趨
勢
を
示
す

ざ
共
に
、
他
方
其
中
間
期
の
正
常
状
態
を
、明
に
す
る
に

あ
る
。
例

へ
ば
明
治
三
十
三
年
乃
至
三
十
七
年
の
移
動

半
角
は
其
中
間
の
三
十
五
年
の
正
常
状
態
を
示
し
、
大

正
ス
年
乃
至
十
年
の
移
動
李
均
は
大
正
八
年
の
正
常
歌

態
に
該
賞
す
る
鐸
で
あ
る
。
然
ら
ば
各
年
度
に
於
け
る

季
節
的
攣
動
の
正
常
状
態
は
如
何
に
構
成
せ
ら
る
』
や

比
熱
を
明
に
す
る
目
的
を
以
て
、
年
半
均
を
中
.勘
ε
し

て
各
月
の
数
字
が
上
下
に
如
何
に
分
布
せ
ら
.れ
て
る
る

一

か
を
調

べ
第
二
表
を
得
セ
の
で
あ
る
。

(前
月
に
比
し
増
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減
△
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九
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三

増

大
　

増

0

減
一

く最

明
治
㎝二
十
五
年
以
後
大
正
入
牢
に
至
る
各
年
度
の
正

常
の
季
節
的
攣
動
は
第
二
表

に
て
明
瞭
に
窺
ふ
事
が
出

来
る
の
で
あ
る
。

ラ四く

第

一
表
及
び
第

二
表
に
現
は
れ
た
る
最
近
二
十
敷
年

は
、
我
が
国
民
脛
濟
が

】
大
跳
躍
を
遂
げ
だ
期
間

で
あ

っ
た
。
兌
換
券
獲
行
高
の
上
に
於
て
も
此
攣
化
が
明
瞭

に
看
取
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
第

一
表
の
絶

雑

録
.

日
銀
兌
換
券
獲
得
高
の
季
節
的
璽
動
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+
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豊

+
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号

　
【、
00
0

一、
8
D

　モ準

準

0

減

誹

減

蜘

減

五

減

九

減

E

減

ロ
一

く

　

低

最

高
[

謝
敷
、
及
び
第

【
表
を
材
料

ε
し
た
る
第
二
表
の
相
封

撒

に
よ
b
て
考
ふ
る
に
、
日
銀
兌
換
券
獲
行
高
が
常

に

.一
定
の
規
律
に
支
配
せ
ら
れ
て
み
る
事
を
了
解
す

る
事

が
出
來
る
、
季
節
的
墾
動
が
こ
れ
で
あ
る
。

　兌
換
券
増
獲
の
時
に
め
り
て
も
減
少
の
塒

に
於
て
も

次
の
諸
事
實
は
否
定
し
去

る
事
が
出
來
な

い
。
獲
行
高

の
山
は
十

二
月
.に
し
て
谷
は
五
月
で

あ
る
。

一
月

よ
b

五
月
に
か
け
て
絶
え
ず
獲
行
高
を
減
少
し
、
五
月

に
至

第
十
五
巻
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五
號
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四
九
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九
三

画



雑
闘
繰

日
銀
兌
換
券
獲
行
高
の
季
簡
約
.攣
動

b
最
小
限
の
数
字
を
示
し
、
五
月
以
後
漸
次
増
獲
し
て

十

一
月
に
及
び
、
最
後

に
十
二
月
に
入
り
て
俄

に
膨
脹

ず

る
の
で
あ
る
。
ヒ而
し
て
此
現
象
は
年
々
歳
々
繰
返
さ

れ
て
み
る
。
勿
論
経
濟
界
の
大
勢
栄
基
き
兌
換
券
牧
縮

の
時
ε
膨
脹
の
傾
向

の
著
し
き
時
ε
愛
化

の
少
き
時
蓬

、

.

が
分
れ
る
。
從
っ
て
各
場
合
に
懸
隔じ
、
山

の
高
さ
谷
の

深

さ
も
異
り
、
そ
が
上
年
期
下
宇
期

の
釣
合
に
も
影
響

し
、
遂
に
は
九
月
、
十
月
、
十

一
月
頃

の
数
字
の
上
に

…

も
差
異
を
生
す

る
事
の
め
る
の
も
認

め
ね
ば
な
ら

ぬ
。

而
も
季
節
的
攣
動
の
存
す

る
事
そ
れ
自
農

は
動
か
す

べ

か
ら
ざ
る
事
實
で
あ
る
。

余
は
嘗
て
季
節
的
愛
勤
を
利
用
し
て
、
日
銀
兌
換
券
.

増
獲

の
期
を
統
計
的
に
正
確
に
定

め
ん
ε
し
た
事
が
あ

っ
た
。
其
際
に
ば
過
去
数
年
の
獲
行
高
よ
り
し
て
正
常

季
節
的
憂
動
な
る
も
の

一
種
を
定
め
、
そ
れ
を
標
準
ε
.

し
て

後
年
の

爽
行
高
ざ

比
較
封
照
せ
し

め
た
の
で

あ
…

る
。
然
し
更

に
正
確
を
貴

べ
ば
、
輩
に
固
定
し
た
る
正

「

常
を
固
守
す
る
に
止
ま
ら
す
、
攣
此
中

に
存
す

る
正
常
…

も
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
即
ち
移
動
季
均
の
敷
宇
を

.

以
て
中
間
年
度
の
當
該
月
次
の
季
節
的
攣
動
の
正
常
状

第
十
五
巻

〔第
五
號
.

五
〇
)

七
九
四

態
を
知
る
の
が
必
要
で
あ
る
。
要
す

る
に
移
動
竿
均
の

方
法
を
用
ふ
る
事
が

[
層
北
極
の
目
的
に
か
な

ふ
課
で

あ
る
。

.

日
銀
兌
換
券
獲
行
高

の
季
節
的
璽
動
は
、
そ
れ
だ
け

で
も
興
味

の
深
き
研
究
題
目
で
み
る
。
而
も
移
動
平
均

の
方
法
ヒ

よ
り
毎
月
季
均
獲
行
高
を
整
理
し
季
節
的
愛

動
を
調
査
す
る
時
は
、
其
結
果
己
し
て
種
々
の
副
産
物

を
齎
す
事
が
出
来
る
。
移
動
平
均
よ
り
得
た
る
中
間
年

度
の
正
常
敷
字
ご
現
實
敷
字
蓬
が
如
何
な
る
關
係

に
あ

嚇
や
の
問
題
の
如
き
、
其
最
も
重
大
な
る
も
の
の

一
.で

一
あ

る
Q
(
コ

、
δ

、
二
二
)

■

「


